
<Merge>
A(na): ソート済データ A(1)、A(2)、A(3)、・・・、A(na-1)、A(na)

B(nb): ソート済データ B(1)、B(2)、B(3)、・・・、B(nb-1)、B(nb)

D(nd): 統合データ    D(1)、D(2)、D(3)、・・・、D(nd-1)、D(nd）

※配列番号は１から起算

※二組のデータは同じ並び順でソート済であることが前提です。
Na：A()の個数

Nb：B()の個数

Na+Nb ：D()の個数    

iXa：インデックス （配列A()の比較対象位置）

iXb：インデックス （配列B()の比較対象位置）

iXd：インデックス （配列D()の挿入位置）
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※比較対象開始位置＝１

※統合挿入開始位置=1

※Na、Nb＝A,Bの個数

※Bが 統合済

※Aを統合Dへ移行

※Bが統合済

※Bを統合Dへ移行

※初期設定

※Bの位置を次へ

※Aに残りがある

※ Bに残りがある

※Aの位置を次へ

※Dの位置を次へ

※Do While ixa <= Na Or ixb <= Nb

※A(),B()は昇順にソート済
※配列番号は１から起算


